
 

 

 

 

 

生徒数1270名、関係する職員を入れると1300名を超える本校の教育目標「生

きる力を育み、自己実現に向けて、自ら考え、行動し、社会貢献できる生徒の育

成」を達成するため、  

自分の考えをもち、学びを深める子ども 

互いの思いを伝え合い、多様な価値を認め合える子ども  

困難なことを粘り強く解決し、主体的に将来を切り拓こうとする子ども と、

資質・能力の３本柱を基盤とした生徒像を重点目標とし、それぞれの部会を中心

に目標に対する検証、改善を行っています。さらに、新たな生じた個々の課題に

ついては主体者を明確にし、企画委員会で練り上げ、各

種部会をとおして組織的な取り組みをすすめています。 

また、校舎内の掲示物からも生徒会活動が熱心に行われていると感じました。 

←「しんけん掃除新聞」の整美委員長のメッセージからも、PDCAサイクルによる実践

と当事者意識の高さを感じました。さらに、「さんゆう若竹会」や公民館と連携した取

組も行い、今後は、目標協働に向けた実践が期待されます。 

授業改善においては、生徒が追究したくなるような「課題」の提示、課題解決のため

の「学び合い」、深い学びへつなげる「振り返り」に加え、ICTの活用も推進していま

す。参観した授業でも、それぞれ工夫があり多くの生徒は意欲的に参加していました。  

今後は、課題をつかめていない生徒をつくらないためにも、挙手した生徒やつぶやく生徒の意見だけでなく、

ペアでの確認や、短時間の学び合いを複数回行ってみてはいかがでしょうか。生徒の活動を増やすことで、学び

合い等の様子をより俯瞰的に見ることができ、個別最適な学びや協働的な学びがより推進されると思いました。 
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